
地質調査所月報　（第3巻第4，5号）

適当な箇所を設定し，探炭試錐を遂次実施して本炭暦の

賦存状況を明らかにする必要がある5

　当調査地域は近くに消費地築館町が接し，冬期間にお

いては，．暖房用として亜炭の需要が盛んであるが，一方

夏期に右いては季節的な需要供給を減じ，最茸の資金

難，ならびに石炭生産の上昇におされ，経済的不振，器
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よぴ経営の困羅は，まぬがれぬため，今後余り大麗嘆な

開発はのぞまれず，主として小規模な開発計画が実施さ

るべきものと思考される。なお今後の対策として，亜炭

の利用方法を敦善し，加工燃料としての亜炭用途を研究

し，その利用価値を高めるよ5努めなけれぼならぬもの．

と考えられる。　　　　　　　　（昭和畢年招月調査）
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　Formation　of　the　area　is　constituted　of

green　tuff，sαndstone　and　dark　gray　nlu（i－

stone　of　Neogene　Tertiary、covered　bジpro－

pyrite，sand，clay　and　tuffaceous　mud　flow

of　Quatem＆ry．Mudstone　bed　strikes　at）out

NNE　to　NW，dips　NW150to30。l

　Two　important　gold－silver．quartz　veins

occur　in　mudstone，striking　EW，dip！）ing

700　to800　north　or、south，・an（1exten（i　over

150m　with　thickness20to40cm．

　These　ores　have　the　banded，brecciated

and　drusy　structures，　an（1　their　essentiaI

constituents　ar“sphalerite，galena，　chalco・

pyrite，quartz，calcite， r1手・d・chr・site，a1廿

nite　etc．

　 Majority　of　the　ore・veins　were　already

mined，alldthe，remainedoresof30to709／t

of　Au　are　now　bei取g　worked．

1．緒 悶

光龍鉱中の開発は昭和12年以降に属し，、戦時中隣接の

恵庭鉱山と共に活発に稼行され，その含金量において臓

後者に優つていた。その後休山中のところ，「最近再び注

目。され，僅かながら邊鉱もされている。

今回本鉱山の坑内調査を主とする近縁の地質概査を行

梼　北海蓮支所

つた。調査に要した期聞は昭和25年＄月下旬の12日聞

で，その後の室内研究により大略の結論を導き得たの

で，ここに報告するo

野外調査中種々御便宜をはかつて載いた鉱山関係各位

に深謝する。

2．1鉱 区

登録番号ヒ　胆振国採登第60号他3913，000坪

鉱種名’：金・銀・銅

鉱業灌者：東京都港区聯布竹谷町7番地・油谷農介

3．位置および交通

鉱区は胆振国千歳郡恵庭村にあつて，札幌市の南南西

直踵離24km，支笏湖の北北西6km，の漁川の一支流金一

山沢の中流附近に設定されている。現地に至るには，札

幌市より定山漢鉄道を利用して石切山駅で下車，これよ

り徒歩鉱山道路を南下すること20㎞で達する。この間

トラツ〃輸邊が可倉旨である。た黛し木雨の後には橋梁の

破損および道路の亀裂等が起る場合があるのと，冬期聞

の積雪量が多いことで，輸邊面にかなりの支障を來たし

ているo

　さらに．鉱山より南へは林内歩道が通じ，人跡稀なため

に，歩行困難な箇所もあるが，略々8kmで支笏湖畔へ

出る。

4．地形および地質

　本地域の東部と西部とではその構成地質要素により地』

形を異にする。すなわち本鉱山は齊方匠域外に讐立する

室沼嶽（1251m）連峯に源を楽して東流する金山沢の中

流海抜500m乃至600m附近に位置するが，これ迄は地

形概して急峻で，河谷も深く刻まれて各所に懸巌を形成

し，難年期の地貌を呈する。これに反し区域の東方では

比較的緩慢となり，凝次岩を主とする泥流が北走してい
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第1図光龍鑛由附訪地質図

る。なお鉱山附近には岩屑が堆横して李坦地をなし，鉱

山用地として適している。

　当地区の地質の概要を述べれぼ， 新第三紀暦を基盤と
　　　　　　　　　　　　　　　　ヤしてこれを第四紀洪積厨・沖横暦が被覆し，ごり他に火

山岩が見ら才しるo

　新第三紀騒は暗友色泥岩を主としており，しばしば砂

質の部があり，また時に数cm程度の荻青色砂岩の薄暦

を爽在することがある。泥岩は一般に黒色に近い色をな

すが，時に友白色に変ずる。これは特に金山沢下流寄り

に著しい。本暦は堅硬塊状で節理に富み，暦理は不明瞭

な場合が多いが，大略北北東より東北東の走向を有して

西に100～200傾斜するものが優勢である。本暦の上位

に淡線色砂質泥岩・細粒砂岩を主とする凝友質粗粒砂

岩・角礫凝友岩の互暦があるが，これは金山沢上流寄り

に見られるのみで，区域内には露出しない。

　第四紀暦では支笏火山生成時の所産と思われるいわゆ

る支笏泥流が，．地域の東部をかすめる。本泥流は凝友岩

質岩で，一般に次白～荻色を呈するが，僅かに友青色も

しくは淡赤褐色を示すことがある。これは凝友質物中に

多数の礫殊に絹糸光沢の薄板朕浮石および泥岩角礫が多

いのを特徴とし，鏡オでは著しい流状構造を示すガラス

中に少量の斜長石・角閃石・普通輝石・紫蘇輝石および

磁鉄鉱を含ん矯いる。また本泥流中にはしぼしぱ凝荻質

泥暦・砂暦を來在し，角礫を含肩することが少ない部が

ある。沖積暦は金山沢の河辺に澹つて極めて僅かに見ら

れるのみであるd

　火山岩として地域に露出するものは，最北端の山陵に

多少変朽安山岩化した爾輝石石英安山岩熔岩で，泥岩暦

を被覆している。一一般に淡線次色石基中に白色斜長石の

斑晶が見られる。鏡下では斑晶としての斜長石は析木状

を示して長さ2～5mm程度のものが多く，大部は絹雲

母あるいは方解石に変り，輝石はその変質軽微なもので

は箪斜および斜方の繭種が見られるが，概して原性を留

めぬ程度に織泥石化，時に線簾石化している。石英はか

なり含まれる場含とほとんど含有されぬことがあるが，

融蝕されて仙形を示ず。石基はハィアロビリチツク構i造

をなしたものと思われ，ガラスはほとんど残つてお．ら

ず，その斜長石・輝石等は線泥石・絹雲母等に変り，珪化

を伴5ごともある。この部に黄鉄餌の鉱染が見られる。

　本地区の地質構造に関しては，その主分布を示す泥岩

がほとんど無暦理であつて節理は発達するが，その走向

は概して不定である。地域全体に亘つて略々東西方向の

裂癬群が見られ，しばしぼ鉱脈が充嶺し，また同方向の

断暦も少なくない。た鱒し鉱脈自体は直立に近いものが

多いが，断暦は緩傾斜をなして波状に続く場合が多く，

－粘土を伴つている（鋸入坑道で明らかに見られる）。
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5。鉱 床

　本地区には黄金沢および富貴沢において数多の石英豚

露頭があり，大部は多少の硫化物を有するもので，しぱ

しぱ風化作用を受けて赤褐色の焼けを作つている。これ

らを邉跡すれぱ主要脈として3條が確認される。いづれ

も暗友色泥岩麿中（時に砂岩）の鉱脈で，膨縮に富んで

はいるが，各延長性に関しては500～7＠Omは見込まれ

る。坑道1は6を数え，ごれらを1号坑・2号坑・3・号坑・

新2号坑・通洞坑および日進坑と名ずけている。

鉱脈は大略EW方向に走つているが，この主脈に並

行凌）るいは分岐して多数の細脈が走り，時にはこの中の

細脈の幾つかが集つて富鉱部を作ることもある。主脈を

離れてもしぱしぱ1～3cm程度の小脈がある。鉱脈の

傾斜は70Q～850であうが，その方向は一一定しない。概

響して北に傾斜するものが多く，同一鉱脈でもプ・ペラ状

に振れて逆傾斜する場合がある。鉱脈の幅は10～40cm

を普通とし，富鉱部では1mを越えることがある。富

鉱体は3，4箇所に＝見られるが，現在i迄に知られた分析

結果と採取試料による分析結果より推して，いづれも稽

稽西寄りに落しを有すると、思われ，採掘跡の欺況をも併

せ考えると，そのstope　lengthは数10mより80mi迄，

確められたpitch　lengthは10～25魚である。

　鉱脈附近の母岩の変質は著しくはなく，僅かに珪化・

線泥石化および絹雲母化作用を受けるに過ぎない。

　次に各鉱床についての産状を述べる。

　A脈　本鑑は1号坑犀おいてその主部が，新2号坑に

てその西側上部が，通洞坑にてその東側下部が見・られ

る。また黄金沢溜いに本鑓の露頭が追跡され，1号坑の

鑓押延長1は420mであるが，その他を合すれぼ600mを

』岬飾　　　 色愈”飛

　　　　　　　　　　　を　るノウも　　　　　　　　　　～毎葛　、　　　，　　◎　　　烏　’　…
　一．一　5ワ・　　　　　　　　　帖
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第2図　光　輩　鑛　lil鑛　賑　図
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越える。鉱脈の走向は東西に近く，西部では西北西に，

東部では東北東に変じ，南に70Q～800傾斜する・ものが

多い・坑道地並ではその分岐網状脈部の少ないのを特徴

とし，これが露頭部となると，比較白勺緯調犬脈に富み，また

粘土化も見られる。幅10～30cmの石英脈で1号坑富鉱

部では耶行脈が合して30～120cmに達する。富鉱体は

1号坑の東半に見られ，その’stopelengthは80mで

石崔められたpitch　lengthは25mである。鉱石中の金

属鉱物は黄鉄鉱を主とし，僅かに閃亜錯鉱・方錆鉱・黄

銅鉱が見られる。た黛し閃亜錆鉱・方錯鉱は鏡下におい

て認められるが，露頭部ではほとんど見られず，爾者の

量的割含は常1ヒ閃亜鉛鉱が優つている。

　B脈　本鑓は2号坑・3号病においてその主部が見ら

れて，とれが1号坑南鑓に連絡し，さらに黄金沢上流露

頭に追跡される。坑道の鑓押延長は280mで，露頭部を

含するとその延長性は600mに達する。なおこれら3坑

の東南部に開坑している通洞坑鋸入およびさらに東部の

日進坑にその鍾先が認められるが探鉱不充分なために明

らかではない・鉱脈の分岐集合が極めて多く，ほとんど

尖滅断続することも稀ではなく，また鉱脈自体も轡曲し』

て局部的にはその走向は定まらないが，大略東西に近い。

傾斜方向もまちまちであるが，700～gooの急角度で北に

傾くものが優勢である。幅10～40cmの石英脈であり，

富鉱部では』1．5mに達することがある。富鉱体は2号

坑の中部・3号坑の東半に見硲れ・いづれもそのsゆe

lengthは70m顧行後で，　pitch　lengthは1号域己迄連続

するものとして35mが見込まれる。この他3号坑の西

半にも富鉱部が認められるが，そのstope　lengthは

20m程度で，pitch　lengthは10mに満たない。金属

鉱物には黄鉄鉱が普遍的で，閃亜鉛鉱・方錯鉱・黄銅鉱

を伴い，脈石は石英の外に少量の方解石を含み，なお局

部的に明磐石・菱マンガン鉱等が見られる。3号坑地並』

上部には特に粘土の随伴が多くなる。閃亜錯鉱・菱マン

ガン鉱・明響石等は主として鉱脈の盤際もしくは脈中母

岩角礫の周縁部に見られ，石英脈生成の前駆をなすもの

と患われる。この他に輝銀鉱・四面銅鉱の賦存が知られ

ている。

　c脈通洞坑南鑓および富貴沢耳継追跡されるもの

で略々500mの延長性を有し，鉱脈の分岐および並行脈

に富んでかなりの幅の裂罐群を形成している。その走向

は概し』て東西を示し，傾斜は北に50。～70Qのものが多い

が，しぱしぱ直立するか南へ急傾斜するものがある。脈

幅は10～35cmであるが，露頭部の一部を除いてはい

づれも含金3g／t以下の低品位鉱である。鉱石の組成鉱

物としては大部が石英で，黄鉄鉱が散点・し・鏡下におい

て僅かに閃亜錯鉱・方錯鉱・黄銅鉱が認められる。

6．鉱・ 石

　本鉱山の鉱石構造には縞状・角礫状・晶洞構造が見ら
F
れ る。た攣し富鉱体中では極めて複雑で不規則な構造を

示すことが多いよ5である。縞状構造では菱マンガン鉱

が石英と耶行縞状をなし，これら脈石とこの中の閃亜錯

鉱もしくは黄欽鉱のよ5な金属鉱物が縞朕をなすことも・

麦）る。また石英自体も次々と鉱脈の爾壁よ、り中心へ向つ

た晶出を示し，晶洞部へ対象縞状をなす。角礫状構造は

特に脈幅の広い部に多く見られ，母岩の破砕角礫を石英

が膠結したもので，ごれも角礫の周縁部より漸次外方に

向つて石英が沈麟しており，互に隣接する角礫聞稽は縞

状におけると同様の晶洞を作つていることがしぱしば認

められる。ま・た2号坑・3号坑の西部では角礫g外縁部

に接しても爾壁際と同じく菱マンガン鉱・閃亜錯鉱の薄

暦に取り巻かれ，その外方に石英があつていわゆるコツ

ケード構造状をなす部がある。晶洞部ではその内面が石

英の良晶を以て充たされ，時に方解石結晶も見られる。

　鉱脈を構成する組成鉱物には石英を主として，黄鉄

鉱・黄銅鉱・閃亜鋸鉱・方鉛鉱・方解石・明響石・菱マ

　ン分ン鉱等がある。これら鉱物の晶出関係はまず閃亜鉛

鉱を比較的多ぐ伴つた菱マンガン鉱の晶出に始まり，引

き続き・大量の石英があつて菱マンガン鉱との境界には明

響石を生じた。黄鉄鉱は早期より晶出を続け，次いで黄

銅鉱・閃亜錯鉱も略々とれに準じている。方鉛鉱は稽々。

遅れ，最終期に方解石が以上の鉱石を貫くか，あるいは

石英と共に晶洞を埋めている。

　とれら鉱物聞の量的割合は各脈および同一鉱脈でも部

分によつてかなり異なり，あるものは全く欠く場含もあ

　る。た黛し金はいずれの脈を問わず多少の差はあれ含有

　され，また黄鉄鉱・黄銅鉱・閃亜錯鉱・方錯鉱も普遍的

　である。

　以上の組成鉱物の主なものについてその特徴を略述す

　れぱ，次の通σであるq

　石英は細粒のものでは噛み合い構造をなしており，時

　に放射｝伏集含をなすものもあり，結晶の大なるものでは

　粒状・羽毛朕・櫛状構造が見られるo粒状構造を奉すも

　のでは周縁部が汚染ぎれているととが多く，しぱしぱ火

　焔状潜光を示す。

　黄鉄鉱は他形をなすものが多く，時に石英中に散点す

　るもので自形乃至半自形を呈することがある。いづれも

　径数mm以下の小粒である。

　黄銅鉱は他形微小で量も少なく閃亜錯鉱・方錯鉱と密

　接に伴つている。　　　　　＼

　　閃亜錯鉱・方錯鉱はいづれも他形結晶で，前者が比較
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的多いが，後者と密接して相互境界をなすことも少なく

ない。閃亜錆鉱中には時に縞賦の黄銅鉱が含まれる。

7．品位および鉱量

　　　本鉱山の鉱脈中経済的に．価値のあるものはA脈とB脈

　　で，坑道では1号坑・2号坑・3号坑が挙げられる。C

　　脈ではまだ稼行価値のある部に出会はない。1号坑・2

　　号坑・3号坑の富鉱体について小坂鉱山分析係でなした

　　AuおよびAg品位の李均は，各坑内図に示した通りで

、　　ある。すなわち1号坑が最もよく，延長‡60m，脈幅卒

　　均36cmでAu1739／t，2号坑では中央部が優良で・，

　　延長28m，脈幅李均17cm，Au789／tとなつている・

　　　とれらの鉱脈中より採取した試料を地質調査所化学課

　　で分析した結果は衣の通りである。
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鉱量につ、，・ては各脈とも左程探鉱が進んでおらず，何

ともいえないが，現在迄の採掘が富鉱体の特砕優良部を

抜き掘り式に成された傾向があつて，残存部の確認せら

れる鉱量は僅少である・溶淀れら脈の鷲長性はA脈

以外は極めて膨縮分岐に富んでいるとはいえ，　数10Qm

は見込まれるの，で，探鉱次第で鉱量壇加の望みは充分に

ある。

　特にA脈として見られる1号坑の富鉱部150mの坑道

地並下部，および同部西半の上部（東半は大半が既に裸

掘された）探鉱が必要であり，　またB脈は3号坑・2号

坑にその主部が見られるが，1号坑南鎚に迄下部の蓮続

を有することがわかつているので，これら3坑道間の充

分な探鉱の必要性もあり，ご5することによつてなおか

なり，の鉱量が期ぞ寺できるる

　　　　　8．沿革および現況

本鉱山開発の歴史については，明治37年頃既に1号填お

よびその他の旧坑の試掘があつたが，檬鉱に着手したの

は昭和12年からで，当時は藤田組の手で企業され，・昭和

13年より同18年迄に秋田県小坂鉱山へ略々2，ε00tが邊

鉱された。これらの検牧品位の準均はAuユ5．ヒ591tで

あつたQ

　その後金山整備のため休山中であつたが，昭和24年7
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月に現龍者油谷鉱業株式会瀧がこれを買牧し，以後鉱山

道路および橋梁の修理に主力を注ぎ，最近数10t程度の

ものが岡山県直島製錬所へ邊鉱された。その分析品位は

1009／tを越している。

　現在1号坑を主として残存鉱石の採鉱および残柱はら

いをなしており，さらに2号坑・3号坑の採鉱も計画中

である。そのため現労務者33名より漸次塘員しつつあ

る。1号坑・2号坑口附近に見られる貯鉱はそれぞれ

100t程度で，ヒれらを小坂鉱山で分析した結果から推・

して，Au20～709／tが見込まれる。今後は9月に70～

80t（Au509／t）を，その後は原鉱のAu1品位を309／t程

度に下げて月100t塗鉱を考えている。なお圓召i和25年度

中に20馬力，コンプレツサー2台の設置を予定してお

り，また20mmスタンプも近々整篇される。

　　　　　　9．結　　　言
　本鉱山の金銀鉱床は新第三紀泥岩暦中に鉱脈をなして

胚胎し，比較的連続性に富むが，その富鉱部が從來かな

りの範囲に迄甑に採掘邊鉱され，その残存部を対象とせ

ねぼならぬことと，脈幅の狐小な部が残されている現状・

では，至急探鉱が要望される。

　現在迄に探鉱された坑道は1号坑・2号坑・3号坑の

3であり，そのほとんどが鑓押し坑道で，しかも富鉱体

の大部を目的とし宅乱掘された。主脈は2で1号坑にお

いてその爾脈が見られるが，1号坑の切弱と2号坑，3

号坑の切弱とでは多少その鉱脈の性質を異にする。

　採掘跡および残存部より推定してそれぞれの富鉱部の

．stope　lengthは　50～801n　であり』　P三tch　lengthは　1

号坑において地並上部に略々20m，2号坑，3号坑では

連絡され，一さらに1号坑にも達ひζ35ni前後と塵つて

いる。

　今後は1号坑では下部の探鉱を押し進め，2号坑では

同じく1号坑に至る下部の状況と共に3号坑の蓮続性を

見極め，さらに3号坑上部の探鉱も必要である。2号

坑・3号坑では鉱脈の分岐が比較的著しく，しぱしぼ減

ずることがあるので，その横の延長性に関しても注意深

く探らねぼならない。

　通洞坑は一1号坑との高距差略々20mで，とれは鋸入

坑道を主としだものであるが，まだ稼行価位のある部に

は出会わさない。’しかし既にA脈に相当すると思われる

北鑓の他，注目せられる脈が2條見られ，るので，これら

をな：お採鉱する要があるo

　以上の如く今後の探鉱次第ではまだ相当の鉱床の存在

が期手寺できるであろ5。ただし探鉱をゆるがせにして直

ちに機械化に移すことほ，現在見られる範囲内の鉱量で、

は企業も永続性がないと言わねぱならない。

　　　　　　　　　　　　　（昭和25年8月調査）
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